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調査の概要について①

○ 平成26年度診療報酬改定において、在宅医療を担う医療機関の確保と質の高い在
宅医療を推進するため、保険診療の運用上、不適切と考えられる事例への対策を進め
る観点から、訪問診療、歯科訪問診療、訪問看護及び在宅薬剤管理指導業務に対す
る評価について見直しが行われた。これを踏まえ、在宅医療等の実施状況について調
査を行う。

目的

・同一建物における同一日の複数訪問の訪問診療、訪問看護の実施状況の把握
・上記の対象患者像の把握
・同一建物における同一日の複数訪問の歯科訪問診療の実施状況の把握
・同一建物における同一日の複数訪問の在宅患者訪問薬剤管理指導の実施状況の把握
・集合住宅等における医師の確保状況の把握

調査方法

○ 対象施設の開設者・管理者が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。

○ 調査票は無記名式とした。

○ 調査回答期限後、督促を実施した。
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調査の概要について②

調査の対象及び回収結果

○ 本調査では、「医科医療機関調査」「訪問看護調査」「歯科医療機関調査」「保険薬局調査」「集
合住宅調査」の5つの調査を実施した。

対象施設
合計
施設数

有効回答数
有効
回答率

医科医療機関
調査

①在宅療養支援診療所；1,500施設
②在宅療養支援病院；500施設
③在宅時医学総合管理料等の届出診療所；

500施設

2,500
施設調査 755（施設）

30.2％日計票 5,541（人）

患者調査 1,569（人）

訪問看護調査

①機能強化型訪問看護管理療養費・訪問看
護基本療養費Ⅱ・精神科訪問看護基本療
養費Ⅲの 届出訪問看護ステーション；
1,000事業所

②在宅患者訪問看護・指導料、精神科訪問看
護・指導料の算定病院；1,000施設

2,000

施設調査 920（施設）

46.0%日計票 6,886（人）

患者調査 1,708（人）

歯科医療機関
調査

○在宅療養支援歯科診療所の届出診療所；
2,000施設 2,000 1,106（施設） 55.3％

保険薬局調査
○在宅患者調剤加算の届出保険薬局；1,000
施設

1,000 601（施設） 60.1％

集合住宅調査

①サービス付き高齢者向け住宅；500施設
②有料老人ホーム；500施設
③養護老人ホーム・軽費老人ホーム；500施設
④認知症高齢者グループホーム；500施設

2,000 792（施設） 39.6％
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対象施設
平成26年3月 平成26年7月

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

1） 1人しか訪問診療の対象患者が
いない居宅・居住施設

診療所 12.6 25.7 3.0 13.3 27.3 4.0

病院 17.3 30.8 6.3 18.2 31.2 7.0

2） 2人以上訪問診療の対象患者が
いる特定施設等

診療所 10.3 36.9 0.0 10.4 39.4 0.0

病院 13.8 56.0 0.0 16.2 60.0 0.0

3） 2人以上訪問診療の対象患者が
いるその他の居住施設

診療所 13.3 42.7 0.0 13.1 42.6 0.0

病院 10.5 18.9 0.0 12.7 22.7 0.0

合計
診療所(n=559) 36.2 73.6 11.0 36.9 75.1 12.0

病院(n=146) 41.6 66.2 25.0 47.1 71.2 27.5

対象施設
平成26年3月 平成26年7月

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

1） 1人しか訪問診療の対象患者が
いない居宅・居住施設

診療所 12.6 25.7 3.0 13.3 27.3 4.0

病院 17.3 30.8 6.5 18.2 31.2 7.0

2） 2人以上訪問診療の対象患者が
いる特定施設等

診療所 0.5 1.2 0.0 0.5 1.2 0.0

病院 0.7 1.6 0.0 0.8 1.6 0.0

3） 2人以上訪問診療の対象患者が
いるその他の居住施設

診療所 1.4 4.3 0.0 1.5 5.0 0.0

病院 1.5 3.2 0.0 1.4 2.4 0.0

合計
診療所(n=559) 14.5 27.7 5.0 15.2 29.4 5.0

病院(n=146) 19.4 31.9 9.0 20.4 32.5 9.0

医科医療機関調査の結果①
＜訪問診療の実施状況①（報告書p25、p27）＞

訪問診療を行っている居宅・施設数

訪問診療を行っている患者数

○ 訪問診療を行っている居宅・施設数、患者数の平均は、診療所・病院の別を問わず概ね同等又はや
や増加していた。
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対象施設

平成26年3月 平成26年7月

平均値
標準
偏差

中央値 平均値
標準
偏差

中央値

1） 1人しか訪問診療の対象患者が
いない居宅・居住施設

診療所 22.7 51.7 4.0 29.4 63.0 8.0

病院 27.7 84.4 6.0 35.1 88.1 10.0

2） 2人以上訪問診療の対象患者が
いる特定施設等

診療所 2.5 9.2 0.0 3.9 14.7 0.0

病院 6.0 50.0 0.0 8.7 55.2 0.0

3） 2人以上訪問診療の対象患者が
いるその他の居住施設

診療所 4.5 12.6 0.0 7.4 22.5 0.0

病院 4.6 10.9 0.0 7.5 19.7 0.0

合計

診療所
(n=545) 29.7 58.4 9.0 40.7 77.7 13.0

病院(n=143) 38.3 100.9 11.0 51.3 115.2 21.0

医科医療機関調査の結果➁
＜訪問診療の実施状況➁ （報告書p30 ）＞

居宅・施設への訪問回数

○ 居宅・施設への訪問回数の平均は、診療所・病院の別を問わず増加していた。
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医科医療機関調査の結果③
＜医師による1日の訪問診療人数（報告書p36 ）＞

○ 2週間の調査期間のうち、訪問診療を行った患者数が最も多かった1日において、医師1名が診療を行った
患者数は、同一建物の患者は0人、非同一建物の患者は1人～5人の医療機関が最も多かった。

○ 一方、一部（17／591施設）に同一建物患者を41人以上診療している医療機関が存在した。
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41人以上
同一建物患者
非同一建物患者

施設数

調査対象となった医師1名の１日の訪問診療患者数別
（同一・非同一建物別）医療機関数（医療機関数ベース、n=591）
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医科医療機関調査の結果④
＜患者1人当たりの診療時間（報告書p37 ）＞

○ 患者一人当たりの訪問診療時間の中央値は、同一建物患者で7.5分、非同一建物の患者で19.0分
であった。

患者１人あたりの訪問診療の診療時間
（患者数ベース）

平均値
標準
偏差

中央値

全体
(n=5,402) 13.7 12.5 10.0 

同一建物患者
(n=3,495) 9.2 6.4 7.5 

非同一建物患者
(n=1,907) 21.9 16.2 19.0 
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16.2%

44.7%

21.8%

8.3%

3.0%

1.3%

1.4%

3.4%

0.4%

8.3%

22.5%

20.0%

18.9%

8.5%

20.6%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5分未満

5分以上～10分未満

10分以上～15分未満

15分以上～20分未満

20分以上～25分未満

25分以上～30分未満

30分以上

無回答

同一建物患者

（n=3,617）

非同一建物患者

（n=1,924）

患者１人あたりの訪問診療時の診療時間
（患者数ベース）

※訪問診療時間に、移動時間は含まれていない。

（単位：分）



医科医療機関調査の結果⑤
＜訪問診療を利用した患者の状況（報告書p38、p39 ）＞

○ 患者の要介護度については、非同一建物の患者において要介護5の患者が多くみられた。
○ 認知症高齢者の日常生活自立度については、同一建物の患者においてランクⅡ～Ⅲの患者が多く
みられた。

認知症高齢者の日常生活自立度（患者数ベース）

4.2%

7.5%

3.8%

9.4%

18.5%

6.6%

19.0%

8.2%

13.6%

2.9%

1.8%

4.5%

14.9%

14.0%

6.0%

7.6%

10.1%

4.3%

9.9%

4.1%

13.6%

4.6%

1.6%

9.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

該当なし

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳ

Ｍ

不明

無回答

同一建物患者

（n=3,617）
非同一建物患者

（n=1,924）
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1.8%

1.8%

2.0%

15.8%

18.5%

20.3%

19.6%

15.8%

1.9%

2.5%

4.9%

1.0%

2.5%

9.2%

14.9%

15.8%

16.6%

25.8%

2.5%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

該当なし

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

不明

無回答

同一建物患者

（n=3,617）

非同一建物患者

（n=1,924）

要介護度（患者数ベース）



医科医療機関調査の結果⑥
＜訪問診療を行っている理由（報告書p40 ）＞

○ 「身体機能の低下のため、介助があっても通院が困難」な患者は同一建物の患者で50.8％、非同一建物の患者で
61.9％であった。

○ 一方、
・「介助があれば通院可能だが、介助の確保が困難」な患者は同一建物の患者では37.7％、非同一建物の患者で28.3％
・「通院が困難な訳ではないが、患者が居住する施設が希望したから」という患者は同一建物の患者で3.6％、非同一建物
の患者で1.0％であった。

訪問診療を行っている理由 （患者数ベース、単数回答）

50.8%

37.7%

2.3%

1.1%

3.6%

0.9%

3.7%

61.9%

28.3%

2.7%

1.2%

1.0%

1.8%

3.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

身体機能の低下のため､介助があっても通院

が困難

介助があれば通院可能だが､介助の確保が困

難

交通手段があれば介助がなくても通院可能だ

が､交通手段の確保が困難

通院が困難なわけではないが､患者が希望した

から

通院が困難なわけではないが､患者が居住す

る施設が希望したから

その他

無回答
同一建物患者

（n=3,617）

非同一建物患者

（n=1,924）

9



78.7%

93.6%

76.2%

5.0%

1.4%

4.3%

1.3%

9.1%

4.7%

5.6%

8.2%

2.2%

8.8%

3.9%

0.4%

0.4%

0.3%

4.0%

1.4%

7.5%

3.2%

0.3%

5.3%

0.7%

74.5%

94.8%

73.2%

8.9%

1.5%

7.1%

0.7%

7.9%

8.2%

4.5%

13.7%

1.6%

10.7%

7.2%

0.4%

2.5%

3.6%

9.2%

5.3%

8.8%

7.3%

0.0%

6.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康相談

血圧･脈拍の測定

服薬援助･管理

胃ろう･腸ろうによる栄養管理

経鼻経管栄養

吸入･吸引

ﾈﾌﾞﾗｲｻﾞｰ

創傷処置

体位変換

浣腸･摘便

褥瘡の処置

ｲﾝｽﾘﾝ注射

点滴･中心静脈栄養･注射

膀胱ｶﾃｰﾃﾙの管理

人工肛門･人工膀胱の管理

人工呼吸器の管理

気管切開の処置

酸素療法管理

がん末期の疼痛管理

慢性疼痛の管理

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

歯科医療

その他

無回答

患者票Ａ

(n=718)

患者票Ｂ

(n=851)

医科医療機関調査の結果⑦
＜提供している医療内容（報告書p48、p49 ）＞

○ 当該患者に提供している医療について、調査項目のうち「健康相談」「血圧・脈拍の測定」「服薬援助・管理」のみに
該当する患者は、同一建物において55.2％、同一建物以外において40.9％であった。

自施設が提供している医療内容 （複数回答）提供している医療内容

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同一建物以外

同一建物

「健康相談」「血圧・脈拍の測定」「服薬援助・管理」のみのもの

その他の内容を含むもの

無回答
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55.2% 44.2%

40.9% 58.8%

0.7%

0.4%

※患者票Ａ：同一建物内に当該医
療機関の訪問診療
を利用している患
者が他にもいる患
者

※患者票Ｂ：同一建物内に当該医
療機関の訪問診療
を利用している患
者が他にはいない
患者



医科医療機関調査の結果⑧
＜患者紹介の契約状況（報告書p64 ）＞

○ 事業者から患者の紹介を受ける対価として、経済上の利益を提供する契約の割合は、
診療所において1.3％から0.2％へ減少した。

患者紹介の契約の有無

1.3%

0.2%

0.0%

0.0%

91.4%

89.7%

92.5%

90.1%

7.3%

10.1%

7.5%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26.3以前

H26.4以降

H26.3以前

H26.4以降

診
療
所
(n
=
5
9
3
)

病
院
(n
=
1
6
1
)

ある ない 無回答
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対象施設
平成26年3月 平成26年7月

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

1） 訪問回数
（医療保険と介護保険の合計）

訪問看護
ステーション

488.7 587.0 374.0 544.4 577.1 415.0

保険医療機関 201.3 442.5 120.5 225.5 523.5 134.0

2） 1）のうち、医療保険の訪問回数
訪問看護
ステーション

175.5 197.0 123.0 199.2 215.9 144.0

保険医療機関 94.0 116.2 58.0 105.4 135.0 69.0

対象施設

平成26年3月 平成26年7月

平均値
標準
偏差

中央値 平均値
標準
偏差

中央値

1） 利用者数
（医療保険と介護保険の合計）

訪問看護
ステーション

74.4 57.9 59.0 78.4 59.2 62.0

保険医療機関 47.5 45.4 35.5 49.4 46.4 37.0

2） 1）のうち、医療保険の利用者数
訪問看護
ステーション

21.4 24.0 15.0 22.9 24.7 16.0

保険医療機関 27.5 35.8 14.0 28.7 37.2 14.5

3） 2）のうち、医療保険と介護保険の
両方を使用した利用者数

訪問看護
ステーション

1.2 2.7 0.0 1.4 2.7 1.0

保険医療機関 0.6 2.7 0.0 0.7 2.9 0.0

訪問看護調査の結果①
＜訪問看護の実施状況（報告書p73～p75 ）＞

訪問看護の利用者数

訪問回数（延べ回数）

○ 訪問看護の利用者数、訪問回数の平均は、訪問看護ステーション・保険医療機関の別を問わず増
加していた。
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訪問看護調査の結果➁
＜利用者1人当たりの訪問時間（報告書p91 ）＞

○ 訪問看護の利用者1人当たりの訪問時間の平均は、訪問看護ステーション・保険医療機関の別を問
わず非同一建物の利用者で長い傾向にあった。

利用者数 平均値 標準偏差 中央値

非同一建物利用者 1,870 45.4 18.6 40.0 
精神以外 725 54.7 19.3 60.0 
精神 1,092 39.5 15.5 35.0 
無回答 53 40.3 13.5 35.0 

同一建物利用者 357 35.7 19.7 31.0 
精神以外 35 43.9 16.0 35.0 
精神 296 33.2 14.5 30.0 
無回答 26 53.7 47.1 38.0 

利用者1人あたり訪問時間
【訪問看護ステーションの利用者】

利用者1人あたり訪問時間
【保険医療機関の利用者】
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利用者数 平均値 標準偏差 中央値

非同一建物利用者 3,818 60.3 21.2 60.0 
精神以外 3,406 61.5 21.2 60.0 
精神 407 51.0 19.2 60.0 
不明 5 58.0 4.5 60.0 

同一建物利用者 391 50.6 30.4 45.0 
精神以外 307 56.5 31.2 60.0 
精神 84 29.4 13.4 30.0 
不明 0 - - -

（単位：分）（単位：分）



平均値 標準偏差 中央値

平成26年3月 8.7 17.3 4.0

平成26年7月 9.3 17.6 5.0

平成26年3月 平成26年7月

平均値
標準
偏差

中央値 平均値
標準
偏差

中央値

1） 歯科訪問診療患者総数 43.5 122.5 6.0 47.6 136.0 6.0

2） うち、同一建物で1人の患者に歯科
訪問診療を実施した患者総数

10.8 32.5 2.0 12.5 37.5 2.0

3） うち、同一建物で複数の患者に歯科
訪問診療を実施した患者総数

32.7 104.3 0.0 35.1 115.9 0.0

歯科医療機関調査の結果①
＜歯科訪問診療の実施状況（報告書p111、p113 ）＞

歯科訪問診療患者総数

歯科訪問診療を行った日数

○ 歯科訪問診療の患者総数、歯科訪問診療を行った日数の平均は改定前後で増加してい
た。
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（単位：人）

（単位：日）



歯科医療機関調査の結果➁
＜歯科訪問診療を利用した患者の状況（報告書p114、p115 ）＞

○ 要介護度について、同一建物で1人の患者に対して歯科訪問診療を実施した場合において要介護5
の患者が多く見られた。

2.6%

0.7%

1.3%

2.9%

9.8%

17.4%

14.6%

17.4%

14.9%

18.4%

2.4%

0.3%

1.2%

3.2%

10.1%

17.7%

15.0%

17.4%

14.4%

18.3%

0% 5% 10% 15% 20%

該当なし

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

不明

無回答

H26.3(n=691)

H26.7(n=694)

4.6%

0.6%

1.0%

3.2%

11.1%

21.4%

17.4%

12.1%

19.0%

9.7%

4.8%

0.6%

0.8%

3.7%

10.3%

21.3%

19.0%

11.6%

20.0%

7.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

該当なし

要支援1

要支援2

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

不明

無回答

H26.3(n=505)

H26.7(n=484)

要介護度～同一建物で1人の患者に対して
歯科訪問診療を実施した場合

要介護度～同一建物で複数の患者に対して
歯科訪問診療を実施した場合
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歯科医療機関調査の結果③
＜患者紹介の契約状況（報告書p129 ）＞

○ 事業者から患者の紹介を受ける対価として、経済上の利益を提供する契約の割合は
2.9％から0.4％へ減少した。

患者紹介の契約の有無

2.9%

0.4%

91.1%

87.6%

6.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26.3以前

H26.7以降

（n=1106）

ある ない 無回答
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平成26年3月(n=458) 平成26年7月(n=455)

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

1） 延べ日数 23.3 62.2 7.0 24.1 61.1 8.0

2） うち、医療保険の延べ日数 1.2 3.6 0.0 1.2 3.2 0.0

3） うち、介護保険の延べ日数 22.0 61.3 6.0 22.9 60.1 7.0

保険薬局調査の結果
＜薬学的管理及び指導の実施状況（報告書p142、p143 ）＞

○ 在宅で薬学的管理及び指導を行った総患者数、延べ日数の平均値にほぼ変化はみられなかった。
○ 患者１人当たりのベッドサイド業務時間についても、改定前後でほぼ変化はみられなかった。

平成26年3月(n=564) 平成26年7月(n=564)

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

1） 総患者数 31.4 68.2 8.0 31.7 66.3 9.0

2） うち、医療保険の患者数 2.4 7.7 0.0 2.3 7.2 0.0

3） うち、介護保険の患者数 29.0 65.9 8.0 29.4 64.1 8.0

薬学的管理及び指導を行った総患者数

薬学的管理及び指導を行った延べ日数

平成26年3月 平成26年7月

施設数
（件）

平均値 標準偏差 中央値
施設数
（件）

平均値 標準偏差 中央値

1） 同一建物以外 357 20.7 13.4 15.0 364 20.8 13.7 16.0

2） 同一建物 287 16.7 20.4 10.0 289 17.2 24.3 10.0

患者１人当たりベッドサイド業務時間

（単位：分）

（単位：日）

（単位：人）
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集合住宅調査の結果①
＜訪問診療の利用状況①（報告書p168、p172 ）＞

○ 集合住宅へ訪問診療を行っている医療機関数の平均は、概ね同等であった。

○ 訪問診療を利用した入居者数の平均について、軽費老人ホームを除いて大きな減少はみられな
かった。

平成26年3月 平成26年6月

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

サービス付き高齢者向け住宅(n=154/175) 1.4 1.2 1.0 1.7 1.4 1.0

有料老人ホーム(n=150/168) 1.6 1.2 1.0 1.8 1.3 1.5

養護老人ホーム(n=118/139) 1.3 1.0 1.0 1.5 1.1 1.0

軽費老人ホーム(n=68/78) 0.8 1.0 1.0 0.8 1.0 1.0

認知症高齢者グループホーム(n=146/167) 1.2 1.1 1.0 1.3 1.0 1.0

訪問診療を行っている医療機関数

平成26年3月 平成26年6月

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

全体(n=628/648) 19.3 29.2 9.0 19.5 30.6 9.0

サービス付き高齢者向け住宅(n=142/150) 11.2 14.3 8.0 12.2 14.6 9.0

有料老人ホーム(n=139/138) 28.1 37.6 18.0 28.7 41.0 17.5

養護老人ホーム(n=117/125) 35.3 38.6 29.0 35.3 39.8 31.0

軽費老人ホーム(n=68/73) 10.0 18.4 1.0 8.3 17.0 0.0

認知症高齢者グループホーム(n=151/152) 11.8 18.1 9.0 11.7 19.4 9.0

訪問診療等を利用した入居者数

18

※n=H26.3/H26.6

※n=H26.3/H26.6

（単位：か所）

（単位：人）



集合住宅調査の結果➁

＜訪問診療の利用状況➁（報告書p172 ）＞

○ 集合住宅への、医療機関の延べ訪問回数の平均は、概ね同等又はやや増加していた。

平成26年3月 平成26年6月

平均値
標準
偏差

中央値 平均値
標準
偏差

中央値

サービス付き高齢者向け住宅
(n=134/143) 8.6 16.2 3.0 10.4 15.8 4.0

有料老人ホーム(n=137/137) 13.8 31.5 4.0 16.4 32.6 4.0
養護老人ホーム(n=125/128) 4.6 5.9 4.0 4.6 6.0 4.0
軽費老人ホーム(n=69/74) 1.9 4.4 1.0 1.7 4.4 0.0

認知症高齢者グループホーム
(n=149/151) 5.5 10.4 2.0 6.6 11.0 2.0

医療機関の延べ訪問回数
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※n=H26.3/H26.6

（単位：回）



集合住宅調査の結果③
＜訪問診療の利用状況③（報告書p170、p171 ）＞

○ 訪問診療・往診を行っている病院・診療所が「減った」と回答した施設は792施設中59施設であった。

○ 「病院・診療所の都合により、訪問診療をとりやめたため」に訪問診療・往診を行っている病院が減ったと回答した38
施設のうち、「引受先がみつからないため都道府県等に相談したが目処が立っていない」と回答した施設は1施設で
あった。

訪問診療・往診を行っている病院・診療所が
減った後、現在の状況（複数回答）

（「病院・診療所の都合により訪問診療をとりやめた」と回答した施設）

1.7%

0.0%

6.6%

3.9%

88.4%

0.6%

0.6%

3.4%

2.3%

93.7%

2.0%

0.0%

2.0%

1.3%

95.4%

0.0%

0.0%

3.4%

1.1%

95.5%

0.5%

0.0%

7.7%

2.2%

91.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問診療の

必要な患者数

が減少したため

施設側都合

により訪問

診療をとり

やめたため

病院・診療

所の都合に

より､訪問診

療をとりやめ

たため

その他

訪問診療を行う

医療機関が減っ

たと回答しな

かった施設

ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅

(n=181)
有料老人ﾎｰﾑ(n=175)

養護老人ﾎｰﾑ(n=152)

軽費老人ﾎｰﾑ(n=88)

認知症高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

(n=183)

733施設

「減った」と回答の
あった施設59施設

訪問診療・往診を行っている病院・診療所が減った理由

38施設
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他
の
訪
問
医
療
機
関
が
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的
に
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を
行
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て
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る

外
来
へ
通
院
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
診

療
を
行
っ
て
い
る

訪
問
診
療
を
実
施
す
る
病
院
を
探
し
て

お
り､

一
定
程
度
の
目
処
は
立
っ
て
い
る

引
受
先
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め､

都
道

府
県
等
に
相
談
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る 引
受
先
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め､

都
道

府
県
等
に
相
談
し
た
が
目
処
が
立
っ
て

い
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体（n=38） 14 25 3 1 1 2 2
ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者
向け住宅（n=12） 6 7 3 1 0 0 1
有料老人ﾎｰﾑ（n=6） 1 2 0 0 1 2 0
養護老人ﾎｰﾑ（n=3） 1 3 0 0 0 0 0
軽費老人ﾎｰﾑ（n=3） 1 3 0 0 0 0 0
認知症高齢者
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ（n=14） 5 10 0 0 0 0 1


